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７月、(文月 ふみづき)。宮城県日中友好協会にとっては新年度。これまで慎んでいた行事を実施出来る

ことを楽しみにしているが、なかなかマスクを外せない。いつになったら・・・・・・・。

１．７月の行事予定

日 時 行 事 名 場 所

7月 2日（日） 曾平さんの漢方健康講座「あなたの体のタイプは？」10：

00～11：30、参加費：500 円、定員 30 名、申し込みは

6/30 までに宮城県日中にお願い致します。

仙台国際センター研修室 A

7 月 8 日（土） 宮城県日中友好協会理事会 13：30～ 仙台国際センター仙台多文化

共生センター研修室

7月 8日（土） 会計監査 11：00～ 宮城県日中友好協会事務所

２． 仙台国際ハーフマラソンと国際姉妹都市等交流会について（仙台市日中友好協会 武智）

６月４日（日）、仙台市の国際友好都市長春市の選手（男子：李賀明、女子：杜志華）が、久しぶりに杜

の都大路を、仙台市民の熱い声援を受けて走りました。

今回は、長春市の他、リバーサイド、アカプルコ、ダラス、台南、光州の各都市の男女選手が招待され、

一般市民と共に健脚を競いました。競技後は新しい形での国際姉妹都市等交流会が開かれ各選手団が参加

しました。

交流会の第一部は郡和子仙台市長も参加したドリンクのみの交流会（第二部の参加団体の他、宮城華僑

華人女性聯誼会 3名参加）、第二部は都市ごとの着席形式の交流会で、長春市選手団交流会には仙台大学、

宮城県日中友好協会、女性委員会、青年委員会、仙台市日中友好協会、仙台市、仙台観光国際協会の２７

名が参加し、選手や選手団の団長：高麗麗氏、同行：尹冬姣氏との交流をいたしました。

※ スタート前の集合写真 ※ ゴール後の集合写真 ※ 交流会での一コマ

３．女性委員会の第３７回定期総会開催について(委員長・水戸)

６月８日、国際センターにおいて県日中・女性委員会の

害３７回定期総会を開催いたしました。

第１部では佐々木謙・県協会会長による「国際交流につ

いて」の第２弾として、人と人との交流を続けていく事の

大切さについて話があり、大変貴重な学びの場となりまし

た。

記念撮影をはさみ、第２部の総会は１４人の参加により

開催。新役員の発表とともにすべての議案が承認され、新

たな出発をいたしました。
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４．「いしのまき復興マラソン温州市選手代表団交流会」に参加して（石巻地区日中友好協会 白井）

６月１１日（日）に開催された、第７回いしのまき復興マラソンに友好都市・温州市のマラソン協会か

ら４名の選手団が参加されました。

夕刻には、石巻市主催の交流会が催され、石巻地区日中友好協会から白井会長が出席して乾杯の音頭を

執らせて頂きました。その挨拶の中で、来年の石巻・温州友好都市４０周年、今年の日中平和友好条約締

結４５周年を、言葉にある「民を以って官を促す」を思い起こし、市民の交流と協力を発展させ迎える年

にしようと呼びかけ乾杯しました。

※ 温州市の選手団 ※ 白井会長の乾杯の挨拶 ※ 参加者の集合写真

５．「魯迅の足跡を辿る会」について（仙台市日中友好協会 武智）

６月１３日（火）１０：００～東北大学片平キャンパスにある東北大学史料館、魯迅の階段教室、魯迅

先生の下宿跡（米ケ袋一丁目公園）、魯迅之碑を辿る会を実施いたしました。

当日は気温も高く、蒸し暑く、途中でコンビニに寄り、ソフトクリームで水分を補給しながらの辿る会

でした。

会には仙台国際交流クラブ、宮城県日中友好協会、女性委員会、中国国際空港公司、東北大学留学生な

ど１５名が参加し、暑い中、日焼けに注意し、談笑しながら仙台市博物館中庭にある魯迅之碑まで歩きま

したが、久しぶりに魯迅先生に関することを学びなおした、お疲れさまの一日でした。

※ 東北大学片平キャンパス魯迅像 ※ 史料館内 ※ 魯迅之階段教室

※ 魯迅先生下宿跡（米ケ袋一丁目公園）※ 魯迅之碑 ※ 魯迅先生の胸像

６．宮城日中友好協会の行事について

１．定期総会 ８月２６日（土）１３：３０～ 宮城県民会館 ４０１中会議室
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